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剣岳・剣御前遠望（撮影： 胃腸科部長　濱田史朗）

１　患者さんの安全と安心を第一に考える医療を提供します
２　患者さんの権利を尊重し、思いやりのある医療を実践します
３　科学的根拠に基づく質の高い医療を提供します
４　地域の方々と勤労者の健康管理を支援します

基 本 方 針●地域医療支援病院
●地域がん診療連携拠点病院
●災害拠点病院
●臨床研修指定病院
●日本医療機能評価機構認定病院
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2014 年年頭の挨拶

病院長　佐藤　克巳

新年明けましておめでとうございます。
先生方におかれましてはご健勝で佳いお正月をお迎えのこととお慶び申し上げます。年頭に

当たり、先生方のご多幸とますますのご発展を心よりお祈り申し上げます。
当院も無事に新しい年を迎えることができました。これも先生方から賜りました暖かいご支

援のお蔭でございます。心から感謝申し上げます。
平成23年7月に稼動を開始した重症集中治療室（HCU）は、順調に機能しており、呼吸器・循

環器疾患の重症例、呼吸器外科や消化器外科術後患者の集中治療が行われております。管理棟
エレベーター前に移動した連携室はさらに機能を充実させるため、スタッフを看護師3名と
MSW3名を含む総勢9名となりました。これまでよりも迅速により細やかな対応ができるように
なりますので、これまで以上のご利用をお願いいたします。
昨年は病院機能充実のため80列CTの導入、全身型骨密度測定器（DEXA）の設置を完了し順

調に稼動しております。今年は化学療法室の移転拡充、核医学診断装置の更新、オーダーリン
グシステムの機能強化、7対1看護体制維持のための病棟の整備などを計画しております。これ
らは、登録医の先生方との密接な連携を基にして地域医療の拠点としての役割を果たしていく
ことが本院に課せられた最大の使命と考え、その目標達成を期した一連の投資とご理解いただ
ければ幸いです。
当院は、科学的根拠に基づく質の高い医療を提供することを謳っております。高機能の設備、

多くの専門医の配置、若い力に満ちた研修医の活躍、すべての職種を動員したチーム医療を結
集しなければ急性期・災害拠点病院を維持できません。当院でもDMATチームを編成して、災
害対応の訓練に定期的に参加しております。救急医療の充実は当院における重点目標になって
おり、週3回の救急当番病院に指定されています。当番日には当直医を4人に増員して対応して
おります。連携医の先生方からの依頼は断ることのないように指導しておりますので、ご連絡
をいただければと思っております。
平成26年4月には8名の臨床研修医が当院に赴任する予定になっております。現在、初期研修

医として16名が研修しており、後期研修医として当院で引き続き働いてくれることを期待して
おります。若い研修医や看護師、そして多くの患者様に選んでいただけるような病院を目指し
て頑張る所存です。
東北労災病院のこれらの成否は、先生方のご評価を待たなければなりません。職員一同、こ

れまで賜りましたご支援の重みをしっかりと受け止め、更なる飛躍を期したいと思います。先
生方におかれましては、今年度もどうぞよろしくご指導ご鞭撻を賜りますよう重ねてお願い申
し上げます。
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診 療 の 現 場 か ら現
場

ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）について

COPDとは長期間の喫煙により、気管支の炎症や肺

の弾力性の低下が生じて空気の流れが悪くなる病気

で、21世紀の「肺の生活習慣病」と言われています。

COPDの症状は、咳や痰、息切れといったごくあり

ふれたもので、本人も気がつかないまま長い年月をか

けてゆっくりと進行していきます。そして、重症にな

るまで受診しないことが大きな問題といえます。高齢

化が進み、喫煙率が高いわが国では、今後患者数が増

えることが予想されています。

COPDはまた、様々な病気を合併することが知られて

います。例えば、肺癌は同じ喫煙歴があってもCOPD

の人の方が、COPDのない人の5倍発症しやすいと言

われています。また、心臓病や脳卒中、骨粗鬆症など

も高率に合併することがわかっています。COPDは単

なる肺の病気にとどまりませんので、しっかり診断し、

しっかり治療していくことがとても大事です。

COPDの治療は、高血圧や高脂血症の治療と同等の

心筋梗塞・脳卒中の発症予防効果が認められており、

死亡率を下げる効果もあります。

COPDは早期発見が必要な病気です。COPDの症状

が疑われる患者様がいらっしゃいましたら、当院呼吸

器科へご紹介ください。

呼吸器内科

当院で開催された COPD教室の様子（12月 7日開催）

専門の呼吸器科医師、看護師、薬剤師、
理学・作業療法士によある講演

肺機能検査・医師の相談も無料で行いました

健康な肺 COPDの肺

　COPD啓蒙のためのパンフレットや肺の健康チェックシート等は、「仙台COPDの会」ホームページからダウ
ンロードできます。患者様の診療にご活用ください。

http://sendaicopd.web.fc2.com/index.html



人事異動について

Aquilion PRIME（アクイリオン・プライム）の主な特長

●低被ばく線量での撮影が可能
本装置では最大限に被ばく線量に配慮した、最新
の被ばく低減技術「逐次近似応用再構成法（AIDR 
3D）」が搭載されています。

●超高速撮影により患者様の息止め負担が大幅軽減
80列の検出器幅により、撮影時間の大幅な短縮が
可能です。

●0.5mmスライスの超精密画像作成
これは世界最薄の画質性能であり、胸部や整形領域、血管系等の微細な構造物、病変を性格に描出する
ことができ、診断精度の向上が期待されます。

　当院では、新規導入した新型CT装置を用い、地域の患者様に安心・安全のCT検査をご提供するとともに、
さらなる高精度な画像診断の追及に継続して努めてまいります。

アスベスト関連疾患の診断に関してはエックス線写真の読
影等が必要となっていますが、その判断には困難な事例が多
く、また、医学的な知識・経験に加え、石綿ばく露等につい
ての知識も必要となります。
当機構では、地域で呼吸器系の疾患を取り扱う医師等に対
して、石綿関連疾患の診断技術の向上及び労災補償制度の周
知を図るため、石綿関連疾患の診断方法、石綿ばく露の所見
に関する読影方法及び労災補償制度の取扱い等についての研
修を実施しております。当院では平成25年11月16日（土）
に当院呼吸器科部長三浦医師による研修を実施し、約20名の
開業医、産業医の先生方にご参加を頂きました。

アスベスト関連疾患診断技術研修の開催
（厚生労働省委託事業）

最新鋭CTを導入しました
当院では、県内で初めて最新鋭80列の検出器を搭載したコン
ピュータ断層撮影装置（CT）「Aquilion PRIME（アクイリオン・
プライム）」を導入し、11月から運用を開始しました。
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平成25年10月1日付

採用

平成25年10月1日付

循環器内科　田代　篤史
●専門分野
循環器
●一言
循環器を中心としたプライ
マリケアを心がけています。

麻　酔　科　吉田　亜子

平成25年11月1日付

麻　酔　科　山本　康子

平成25年12月1日付

放射線診断科　長谷川哲也

平成26年1月1日付

麻　酔　科　安達　厚子

退職

平成25年9月30日付

麻　酔　科　藤峯　拓哉

平成25年10月31日付

麻　酔　科　西野　　涼

平成25年11月30日付

放射線診断科　高木　英誠

平成25年12月31日付

外　　　　科　矢吹　　慶

当院で行われた研修の様子



地域医療連携センターから

◆月別紹介患者数

紹介患者数（人） 逆紹介患者数（人）
平成25年 7 月 1,336 757
平成25年 8 月 1,109 741
平成25年 9 月 1,186 682
平成25年10月 1,279 852
平成25年11月 1,208 688

◆病診連携サービス実態調査を行いました

平成24年度に患者さまをご紹介いただいた先生方
を任意に抽出させて頂き、調査表をお送りしまし
た。ご協力くださいました先生方に感謝申し上げま
す。お答えいただきました調査の結果は次号の連携
だよりでご報告いたします。
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第18回ろうさい胃腸フォーラム

日時　平成26年1月28日（火）19:00 ～ 20:30　　会場　勝山館2階「瑞雲」
講師　胃 腸 科 医 師　半田　朋子　「上部消化管内視鏡生検後出血例の検討（仮）」
　　　外 科 医 師　澤田健太郎　「急性虫垂炎の治療」
　　　救急外科部長　武藤　満完　「下部消化管穿孔の治療」

お知らせ

シリアスなヒマジン
ヒマジンも暇に任せて、偉そうに人生の答えを求めてシリアスに思い悩むことがあります。
私の友人のジョンも解散直後のMotherという曲で、母への長年のつらい思いの丈をぶつけたものです。聴く

のが辛くなる叫び声のような歌で、彼の暗い青少年時代との決別を表現した一曲でした。その後、ジョンは名曲
イマジンを作るわけです。
関東のある小児科医の転機について雑誌で読みました。例えば、太郎君が亡くなって、次に生かそうと二郎

君の治療にかかる。二郎君は助かるかも知れないが、実は太郎君は浮かばれない。太郎君の人生はよく考えられ
ていない、と。これが医療の実体の一面である。その医師は思い悩んだ後、それまでの専門を捨て緩和に向かう。
楓の木の一枚の葉っぱであるフレディーは、葉っぱとしての一生をどう考えるのか。フレディーの一生は 

1年で枯れ葉となって終える。フレディーはしかし、一日を精一杯生き精一杯楽しむことにする。・・・われわれ
一人一人はフレディーなんですよねえ。ヒマジンも遅きに逸しているかもしれないが、人生にどのような意味が
あるのかを考え未来につなげたい。今回のヒマジンはオチがない。 ヒマジン

今号の投稿

T o p i c s

当院１階ロビーを会場に第13回市民講座が開催されま
した。当院外科医師による「そけいヘルニアをご存じで
すか？」「大腸がんを知りましょう！～病気の話と最新の
手術治療～」と題して講演が行われ、90人を超える皆様
のご参加を頂きました。

第13回市民講座報告 平成25年11月16日（土）開催

第14回市民講座

日時　平成26年2月22日（土）13:00 ～ 14:30　　場所　東北労災病院１階ロビー
講師　スポーツ整形外科部長　田中　稔
　　　　「その肩痛、肩腱板断裂かもしれません～肩痛の診断法と最新の治療法～」
　　　理学療法士主任　工藤　徹　「肩痛を治す運動療法」

スポーツ整形外科部長
田中稔
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独立行政法人 労働者健康福祉機構　東北労災病院
〒981-8563　仙台市青葉区台原4-3-21

TEL.022-275-1111（代表）　FAX.022-275-4431
ホームページ　http://www.tohokuh.rofuku.go.jp

地域医療連携センター
TEL.022-275-1467（直通）　FAX.0120-772-061

東北労災病院外来診療担当表（平成26年1月1日）
曜日

科／部門 月　曜　日 火　曜　日 水　曜　日 木　曜　日 金　曜　日 特殊外来・各種教室等
名称 曜 時間

内
　
　
　
　
科

胃腸科
前　川　浩　樹 浜　田　史　朗 小　島　康　弘 浜　田　史　朗 大　原　秀　一
齋　藤　晃　弘 楠　瀬　寛　顕 齋　藤　大　輔 前　川　浩　樹 小　島　康　弘
仲　程　　　純 玉　渕　泰　史 半　田　朋　子 祢　津　寧　子 北　川　　　靖

肝臓科 小　林　智　夫 阿　部　直　司 阿　部　直　司 阿　部　直　司 阿　部　直　司
山　川　　　暢 山　川　　　暢 小　林　智　夫

腫瘍内科 丹田　滋（院外新患）14:00 ～
院内紹介は問合せ下さい

内視鏡 上部 大　原　秀　一
浜田／北川／玉渕／祢津

大　原　秀　一
北川／齋藤（大）／齋藤（晃）／半田

大　原　秀　一
浜田／北川／仲程

大　原　秀　一
北川／齋藤（大）／半田／仲程／楠瀬

大　原　秀　一
浜田／齋藤（晃）／玉渕／祢津

下部 小島／齋藤（大）／楠瀬 前川／小島／祢津 前川／楠瀬／玉渕 小島／齋藤（晃）／玉渕 前川／齋藤（大）／半田／仲程

糖尿病・
代謝内科 中村　麻里（登録医新患）宮口　修一（登録医新患）赤井　裕輝（登録医新患）松本　雅博（登録医新患）松本　雅博（登録医新患） 糖尿病教室

月

～

金

15:30

～

16:30

循環器内科
田　代　篤　史（新患） 高橋　務子（院外新患のみ） 高　橋　務　子（新患） 加　藤　　　浩（新患） 川　名　暁　子 腎臓内科 月 13:00 ～

川　名　暁　子（再来） 加　藤　　　浩（再来） 加　藤　　　浩（再来） 高　橋　務　子（再来） 血液疾患外来 金 午後診察
（受付は14時まで）

高血圧内科 金　野　　　敏 宗　像　正　徳 宗像（第1・3・5）、金野（第2・4）
（院外新患のみ） 宗　像　正　徳 金　野　　　敏

呼吸器内科

三　浦　元　彦 田　中　里　江 田　代　祐　介 三　浦　元　彦 大　塚　竜　也 喘息外来
（予約制） 月 14:00 ～ 15:00

田　代　祐　介 井　上　大　輔 大　塚　竜　也 田　中　里　江 京　極　自　彦 禁煙外来
（完全予約制） 水 14:00 ～ 16:00

谷　津　年　保 井　上　大　輔 女性外来
（隔週予約）

水
・
木 14:00 ～ 15:30

SAS外来 佐　藤　　　研
（完全予約制、14:00 ～ 16:00）

呼吸器外科 保　坂　智　子 保　坂　智　子
心療内科 田　口　文　人 田　口　文　人 田　口　文　人 田　口　文　人 田　口　文　人 再来は予約制

小 児 科

石　澤　志　信 高　柳　玲　子 石　澤　志　信 石　澤　志　信 高　柳　玲　子

午後診はすべて予約制
神経外来　第2・4週のみ

高　柳　玲　子 沼　田　美　香 沼　田　美　香 小　島　三千代 沼　田　美　香
小　島　三千代

14:00 ～　予防接種 13:30 ～神経外来　山本克哉
（第2・4週のみ） 14:00 ～　乳児検診

外
　
科

消化器科外科 徳村　弘実（10:00 ～） 徳　村　弘　実 野　村　良　平 徳　村　弘　実 武　藤　満　完
大腸肛門外科：火曜のみ
ストーマ外来：火曜午後予約制
乳腺外科：火曜・金曜の診察は
　　　　　午後のみで予約制
血管外科：予約制
胆石外来：月曜・木曜
ヘルニア外来：火曜・木曜

澤田健太郎（10:00 ～） 西　條　文　人 安　本　明　浩 松　村　直　樹

大腸肛門外科 舟　山　裕　士
高　橋　賢　一

乳腺外科 豊　島　　　隆 ※豊島　　隆（新患のみ） 豊　島　　　隆 ※豊島　　隆（新患のみ）

血管外科 深　山　紀　幸
13:30 ～（第2・4のみ）

整
形
外
科

関　　節

信　田　進　吾 井　上　尚　美 信　田　進　吾 井　上　尚　美 信　田　進　吾
田　中　　　稔 田　　中　　稔 井　上　尚　美 玉　川　省　吾 三　浦　慎次郎
檜　森　　　興 檜　森　　　興 田　中　　　稔 渡嘉敷　卓　也
橋　本　ちひろ 玉　川　省　吾 檜　森　　　興 芦　名　善　博

渡嘉敷　卓　也 玉　川　省　吾
渡嘉敷　卓　也
橋　本　ちひろ
芦　名　善　博
三　浦　慎次郎

脊　　椎 日下部　　　隆 日下部　　　隆 日下部　　　隆
関　口　　　玲 関　口　　　玲 関　口　　　玲

脳神経外科 長嶺　義秀（午後のみ） 受付は16時まで

皮 膚 科 谷　田　宗　男 岡　田　修　子 谷　田　宗　男 岡　田　修　子 谷　田　宗　男 水曜受付10:00まで（手術のため）
月・火・木午後検査（予約制）岡　田　修　子 那　須　め　い 那　須　め　い 那　須　め　い 岡　田　修　子

泌尿器科 阿　部　優　子（新患） 竹　内　　　晃（新患） 浪　間　孝　重 前　澤　玲　奈（新患） 新患担当医
浪　間　孝　重 浪　間　孝　重 竹　内　　　晃 阿　部　優　子

産婦人科 那　須　一　郎 那　須　一　郎 那　須　一　郎 那　須　一　郎 那　須　一　郎 完全予約制

眼　　科
佐　藤　　　肇 － 佐　藤　　　肇 － 佐　藤　　　肇

月・水・金　午後検査（予約制）
手術日　火･木金　澤　紘　子 金　澤　紘　子 金　澤　紘　子 － 金　澤　紘　子

浅　野　俊　文 － 浅　野　俊　文 浅　野　俊　文 浅　野　俊　文

耳鼻咽喉科

大　山　健　二 大　山　健　二 － 大　山　健　二 大　山　健　二

手術日　月・水・金
再来予約制

－ 入間田　美保子 入間田　美保子 入間田　美保子 入間田　美保子
工　藤　貴　之 工　藤　貴　之 工　藤　貴　之 工　藤　貴　之 工　藤　貴　之
織　田　　　潔 織　田　　　潔 織　田　　　潔 織　田　　　潔 織　田　　　潔
橋　本　　　研 橋　本　　　研 橋　本　　　研 橋　本　　　研 橋　本　　　研

リハビリ科 小　松　恒　弘 原　田　　　卓 東北大学医師 小　松　恒　弘 原　田　　　卓 ブレースクリニック
毎週金曜日（15:00 ～）予約制

放射線診断科 濱　　　　　光 濱　　　　　光 濱　　　　　光 濱　　　光（午後のみ） 濱　　　　　光 治療の新患は月・水予約制
（前週金曜日まで要予約）放射線治療科 白　田　佑　子 － 白　田　佑　子 白　田　佑　子 白　田　佑　子

リウマチ科 － 畠　山　　　明 畠　山　　　明（新患） 畠　山　　　明 畠　山　　　明 完全予約制
新患は電話で予約加　藤　一　郎 加　藤　一　郎（新患） 加　藤　一　郎 非常勤医師（第1・第3週） 加　藤　一　郎

歯　　科 塚　田　　　甲 塚　田　　　甲 塚　田　　　甲 塚　田　　　甲 塚　田　　　甲 完全予約制
口腔外科 － 非常勤医師（午後のみ） － 非常勤医師（午後のみ） － 完全予約制


